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令和５年３月１日  

福岡県教育委員会教育長 殿 

                       

在籍校名    直方市立直方第三中学校 

職・氏名    教諭 中村 芳雄 

指導者名       田中 康子 

 

研 修 報 告 書 

                       

このたび、長期派遣研修員として、下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

                       

記 

                       

１ 研修種別 

  Ｄ 福岡県教育センター研修員 

２ 主題研修について 

研究主題 和歌を読み味わう生徒を育てる中学校第３学年国語科学習指導 

     ―感動の中心を吟味する単元構成を通して― 

(1) 研究のねらい 

 ア 課題の背景 

 令和３年度全国学力・学習状況調査では、考えの形成において「文章に表れているものの見方や考え

方を捉え、自分の考えをもつこと」に課題があると指摘されている。また、平成 28年中央教育審議会

答申においては、「言語文化を継承・発展させる態度を小・中・高等学校を通じて育成するため、伝統

文化に関する学習を重視することが必要である」とされている。そこで、古典に親しんだり、古典の表

現を味わったりして、古典に表れている古人のものの見方や考え方について自分の考えを深めること

ができる生徒の育成が求められていると考え、本主題を設定した。 

イ 研究の目的 

中学校第３学年国語科「読むこと」の学習指導において、和歌を読み味わう生徒を育てるために、感

動の中心を吟味する単元構成の有効性を究明する。 

 ウ 研究の仮説 

中学校第３学年国語科「読むこと」の学習指導において、感動の中心を吟味する単元構成を設定する

ことにより、和歌の感動の中心からイメージを広げて短歌を詠んだり、友達と考えを交流したりする

ことで和歌についての考えをもつことができるため、和歌を読み味わう生徒が育つだろう。 

(2) 研究の構想 

ア 主題の説明 

 (ｱ) 主題について 

｢和歌｣は、形式によって短歌や長歌、旋頭歌などに分けられ、現代でも親しまれている文学の一つで

ある。その中でも、本研究では、五句三十一音の形式で詠まれているもののうち、平安時代や鎌倉時代

に詠まれたものを「和歌」と呼ぶ。古人は、和歌を通して相手に思いを伝えたり、季節感や感性を表し

たりしてきた。そのため、和歌には、その時代に生きた人々のものの見方や考え方が色濃く反映されて

いる。「和歌を読み味わう」とは、和歌の内容や表現、歴史的背景から和歌に詠まれた世界を捉え、自

分の世界と重ねながら和歌を読み、和歌についての考えを深めることである。 

そこで、本研究では和歌を読み味わう生徒を、次の姿で捉える。 

和歌中の語や表現に着目して和歌に詠まれた世界を深め、和歌に立ち返りながら古人のものの見方や
考え方を捉え、和歌についての考えを深めることができる生徒     【思考力、判断力、表現力等】 
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(ｲ) 副題について 

｢感動｣とは、作者が和歌に詠み込んだ情景や心情から、読み手が共感したり、心を打たれたりしたこ

とである。「感動の中心」とは、感動が込められていると読み手が考える、和歌中の言葉(箇所)のこと

である。上野(2018)は、和歌の読み方について、「まず景物と心情を区別し、次に景物に心情がどのよ

うに関わっているか考える手順を踏むことで、和歌を鑑賞しやすくなる。」1)と述べている。このこと

から、和歌に詠まれた情景に託された心情を考える学習をすることで、生徒にとって和歌の内容の理

解が深まり、感動の中心が捉えやすくなると考える。「吟味する」とは、和歌中の言葉の意味や表現の

意図をつかみ、和歌についての考えを形成することである。「感動の中心を吟味する単元構成」とは、

単元に、｢つかむ｣「見直す」「味わう」段階を位置付け、感動の中心を手掛かりに和歌についての考え

を広げ、深める単元構成のことである。 

まず、「つかむ」段階では、和歌の内容や表現、歴史的背景をもとに、感動の中心を捉えた理由をつ

かむ。次に、「見直す」段階では、感動の中心からイメージを広げて詠んだ短歌や、その紹介文を交流

することで、和歌についての考えを広げる。最後に、「味わう」段階では、感動の中心を手掛かりに、

他の和歌や友達の短歌、紹介文を読んで交流することで、和歌についての考えを深める。 

以上のように、感動の中心を手掛かりに、和歌に詠まれた世界を捉え、その世界と自分の世界とを重

ねながら和歌に表れた古人のものの見方や考え方を捉えることで、和歌についての考えをもつことが

できるため、和歌を読み味わうことができると考える。 

イ 研究の内容 

(ｱ) 和歌の感動の中心から短歌を詠む活動 

和歌を読み味わうには、生徒が和歌に詠まれた世界と自分の世界とを重ねてイメージを広げ、和歌

に詠まれた世界を広げたり、深めたりすることが重要であると考える。そこで、和歌の感動の中心から

短歌を詠み、短歌の良さを伝える紹介文を書く活動を「見直す」「味わう」段階に位置付ける。 

まず、和歌から短歌を詠む。その際、マッピングを行い、和歌に詠まれた世界と自分の知識や経験と

を結び付けたり、広がったイメージを整理したりすることで、短歌にしたい場面の情景や心情を明確

にする。次に、短歌の紹介文を書く。和歌の感動の中心から詠まれた短歌には、生徒自身のものの見方

や考え方が表れていると考える。紹介文を書くことで、短歌に込めた自分の心情や表現の工夫などが

整理され、古人と自分のものの見方や考え方を比較することができるため、和歌について自分の考え

を広げ、深めることができると考える。 

(ｲ) 三つの段階に位置付けた交流活動 

 和歌についての考えを広

げ、深めるために三つの段

階に交流活動を位置付ける

(表１)。まず、交流活動①

では、同じ和歌を選んだ友

達と和歌の感動の中心を共

有し、和歌の大意を確認す

ることをねらいとする。感

動の中心や和歌を読んで感

じたことを伝え合ったり、

和歌に詠まれたテーマを考

えたりすることで、和歌に

詠まれた情景や心情が想像でき、感動の中心を捉えた理由や和歌の大意を明確にすることができると

考える。その際、和歌の部立や歴史的背景、和歌中の言葉に着目することで、生徒が和歌に詠まれた世

界を捉えることができると考える。次に、交流活動②では、同じ和歌を選んだ友達の短歌や紹介文を読

んで、自分の考えとの違いに気付き、和歌に詠まれた世界のイメージを広げることをねらいとする。そ

表１ 交流活動の目的・内容・方法 
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の際、紹介文を読んで、短歌で表現した内容や表現の工夫などを共有、評価する。交流活動②を通し

て、新たな考えに気付いたり、共通点を見つけたりして和歌に詠まれた世界を広げることができると

考える。最後に、交流活

動③では、他の和歌を選

んだ友達の短歌や紹介

文を読んで、和歌に詠ま

れた世界と現代の共通

点を見いだすことをね

らいとする。その際、一

首ごとに交流活動を繰

り返し行う。複数の和歌

や短歌、紹介文を読むこ

とで、和歌に詠まれた世

界が深まり、古人のもの

の見方や考え方を捉え

ることができると考える。 

(3) 研究の実際 

ア 実証授業の学年及び単元計画       Ａ市立Ｂ中学校第３学年Ｃ組、Ｄ組、Ｅ組 105 名 

単元 千年の時を越えて、古人の思いを感じよう「君待つと―万葉・古今・新古今」 

目標 

○ 和歌中の言葉や歴史的背景に着目して和歌を読み、古典の世界に親しむことができる。      【知識及び技能】 

○ 和歌中の言葉や歴史的背景に着目して和歌を読み、和歌に詠まれた世界と自分の世界とを重ねながら和歌に詠まれた

情景や心情に思いを巡らせ、和歌についての考えを深めることができる。       【思考力、判断力、表現力等】 

○ 和歌の歴史的背景や表現の工夫などに着目して、何度も和歌に立ち返ったり、友達と協働したりして和歌を読み味わ

おうとする。                                  【学びに向かう力、人間性等】 

段階 学習活動（○）と内容（・） 具体的な手立て（○）と評価規準（◆） 

つ
か
む 

○ ｢古今和歌集仮名序｣を音読し単元の学習課題をつかむ。 

・情景が心情を表していること 

・古人が和歌に込めた思い 

○ 学習意欲を喚起させるために、生徒が居住する自治体に

ある歌碑や句碑を紹介し、和歌や俳句が現代まで親しまれ

ていることを実感させる。 

○ 選んだ和歌を読み、和歌に詠まれた世界を捉える。 

・和歌の部立 

・和歌が詠まれた歴史的背景 

・和歌に使用されている表現の技法 

・和歌の感動の中心 

・和歌に詠まれた情景や心情 

○ 和歌が詠まれた時代の歴史的背景や表現の技法などを

理解させるために、資料を提示する。 

○ 和歌に詠まれたテーマを見いださせるために、和歌集の

部立を修飾する語をグループで考えさせる。 

◆ 和歌中の言葉を根拠にして、作者が詠んだ情景から、和

歌に詠まれた世界を想像することができる。 

          【思考・判断・表現】 

見
直
す 

○ 和歌に詠まれた世界と自分の世界とを重ねて短歌を詠

み、紹介文を書く。 

・和歌に詠まれたテーマから想像したこと 

・短歌に詠みたい情景や心情 

・友達や自分が詠んだ短歌の良さ 

・友達と自分の共通点 

○ 和歌に詠まれたテーマからイメージを広げさせるため

に、マッピングを行う。 

○ 和歌についての考えを広げるために、同じ和歌を選んだ

友達と交流させる。 

◆ 和歌に詠まれた世界と自分の世界とを重ねながら和歌

を読み、和歌に詠まれた世界を広げることができる。 

【思考・判断・表現】 

味
わ
う 

○ 和歌に詠まれた世界と現代の共通点を見いだす。 

・和歌に詠まれた世界と現代の共通点 

・古人のものの見方や考え方 

 

○ 和歌についての考えを深めさせるために、別の和歌を選

んだ友達と交流させる。 

◆ 和歌に詠まれたテーマに沿って、和歌を読み味わおうと

している。           【主体的に学習に取り組む態度】 

◆ 和歌に詠まれた世界と現代の共通点から、古典に表れた

ものの見方や考え方を理解している。    【知識・技能】 

 イ 実証授業の実際と考察 

 (ｱ) 「つかむ」段階(第１、２時) 

 第１時で、古人は心情を情景に託して表現していると学習した。その学習をふまえて、第２時では、

図１ 研究構想図 
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和歌中の言葉や歴史的背景から、感動の中心をつかみ、和歌に詠

まれた世界を捉えることをねらいとした。そのために、まず、資

料を読んで歴史的背景や表現の技法を確認し、情景や表現の技法

などに着目して和歌を読んだ。生徒Ａは、和歌に詠まれた「秋の

夕暮れを見ながら(作者が一人で)歩いている」情景から作者の

｢孤独な｣心情を捉え、その心情が最も表れていると考えた和歌中

の言葉「浦の苫屋の秋の夕暮」を感動の中心とした(資料１)。ま

た、生徒Ｂは、作者がおかれた状況や和歌に使われている表現の

技法である「省略」を根拠に和歌に詠まれた「恋心を伝えてはい

けないのか」という心情を捉え、「過ぐる月日を」を感動の中心

とした(資料２)。 

 次に、交流活動①を通して、感動の中心や和

歌を読んで感じたことを共有し、和歌に詠まれ

たテーマを見いだした。「和歌の大意を、部立と

それを修飾する語で表すならどのような言葉

だと思いますか」という教師の問いかけに対

し、生徒Ｂのグループは、個々が捉えた感動の

中心は違っていたが、和歌から想像したことを

共有したり、和歌を読み直したりすることで、

｢叶わない恋｣と、和歌に詠まれたテーマを見い

だすことができた。この姿は、和歌中の言葉や

歴史的背景から、和歌に詠まれた世界を捉えた

姿だと判断する。 

以上のことから、歴史的背景を理解したり、

個々が捉えた情景や心情を交流したりすること

は、和歌中の言葉や歴史的背景から、感動の中心をつかみ、和歌に詠まれた世界を捉える上で有効であ

ったと考える。 

 (ｲ) 「見直す」段階(第３～５時)  

 ｢見直す｣段階では、和歌に詠まれたテーマか

らイメージを広げて短歌を詠み、和歌に詠まれ

た世界と自分の世界とを重ねることをねらい

とした。 

 まず、マッピングを行い、和歌に詠まれたテ

ーマからイメージを広げたり、広がったイメー

ジを整理したりして、短歌にしたい場面を決定

した。その際、「いつ、だれが、どこで」など内

容を具体化し、短文で表現することで、短歌に

したい場面を明確にした。 

生徒Ｂは、「叶わない恋」をテーマに、「冬に

なって雪が降ると、無駄に好きな人に会いたく

なる。」という場面の情景や心情を短歌で表現

した(資料３)。生徒Ｂは「情景から短歌をつくったことで、選んだ和歌の心情がより伝わってきた。」

と短歌を詠む活動を振り返った。これは、和歌に詠まれた世界と自分の世界とを重ねて短歌を詠むこ

とで、和歌に詠まれた世界を広げることができた姿だと判断する。 

そして、和歌に詠まれた世界について自分の考えを整理するために、自分が詠んだ短歌の紹介文を

資料２ 生徒Ｂの記述(第２時) 

資料３ 生徒Ｂが選んだ和歌、マッピング、詠んだ短歌 

資料１ 情景から心情を想像し、 

感動の中心を捉えた生徒Ａ 
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書いた(資料４)。生徒Ｂは、短歌の感動の中心を「君の元へと」とし、

｢冬になりかけの夜に好きな人に会うために必死に駆け出す様子｣を短

歌で表現したと紹介文に書いた。また、表現の技法の「省略」を用いる

ことで、「その情景や心情が伝わるようにした」と、表現の技法の効果

についても整理することができた。 

次に、生徒Ｂは交流活動②で、友達の短歌から「恋愛に向かってい

く必死さや、あきらめたいけどあきらめられない気持ち」を想像した。

そして、想像した心情と、自分の短歌に詠んだ「家から好きな人に会

いに、必死に駆け出していく様子」とを比較して、「恋に必死になって

いる姿」が共通していることに気付くことができた(資料５)。これは、

友達と自分の考えの共通点から、和歌に詠まれた世界について自分の

考えを広げた姿だと考える。 

最後に、交流活動②の後、再度和歌を読み返した生徒Ｂは、感動の

中心を「過ぐる月日を」から「われのみ知りて」と見直し、和歌に詠

まれた世界を「好きになってはいけないのに好きになってしまった切

なさ」と捉えた(資料６)。また、第２時で捉えた「叶わない恋の切な

さ」だけでなく、作者がおかれている状況をふまえて「恋心を忍ばせ

る悲しさ」も捉えることができた。これは、同じ和歌を選んだ友達と

和歌に詠まれたテーマのイメージを交流し、友達と自分の考えの共通

点を見いだしたことで、和歌に詠まれた世界を広げ、和歌に詠まれた

世界と自分の世界を重ねることができた姿だと判断する。 

以上のことから、和歌の感動の中心から短歌を詠むことは、和歌に

詠まれた世界についての考えを広げることができるため、和歌に詠ま

れた世界と自分の世界とを重ねる上で有効であったと考える。 

 (ｳ) 「味わう」段階(第６時) 

 ｢味わう｣段階では、古人のものの見方や考え方を捉えるために、感

動の中心を手掛かりに別の和歌を複数読んだ。その際、交流活動③で、

同じ和歌を選んだ友達とグループで和歌を読み、感じたことを共有し

た。 

生徒は交流活動③で、和歌や友達が詠んだ短歌、短歌の紹介文を読

んで気付いたことをメモし、感じたことを一首ごとに共有しながら、

和歌に詠まれた世界を深めた。交流活動③の後、生徒は、恋に悩んだ

り季節の変化を楽しんだりする古人の姿などを想像し、現代にも通ず

る心情に気付くことができた。生徒Ｂは、「春が来たことにワクワクし

ている」というメモから、「季節の変わり目や何気ない日常が美しいと

感じている」と古人の季節感を捉えることができた(資料７)。また、

「思ったことを和歌にすることで、人には伝えられない自分の気持ち

を表現している。」と古人が和歌を詠む意義も捉えることができた。こ

の姿は、感動の中心を手掛かりにしながら複数の和歌を読むことで、

和歌に詠まれた世界と現代の共通点に気付き、和歌についての考えを

深めた姿だと判断する。 

以上のことから、和歌や短歌、紹介文を読んで感じたことを交流す

ることは、和歌に詠まれた世界と現代の共通点を見いだすことができ

るため、古人のものの見方や考え方を捉える上で有効であったと考え

る。 

資料６ 生徒Ｂの記述(第５時) 

資料７ 第６時の生徒Ｂの記述 

資料５ 生徒Ｂの紹介文と 

    友達の短歌との共通点 

・短歌に詠んだ情景や心情 

・表現の技法とその効果 

・和歌と短歌の関連 

資料４ 紹介文の内容例 

和
歌
に
詠
ま
れ
た
世
界
を 

広
げ
深
め
た
記
述 

感
動
の
中
心
を
捉
え
な
お
し
た
根
拠 

袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を 

春
立
つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
む 

和歌 メモ 

 複
数
の
和
歌
を
読
ん
で
気
付
い
た
メ
モ
か
ら
見
出
し
た 

古
人
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
、
古
人
が
和
歌
を
詠
む
意
義 

生
徒
Ｂ
が
短
歌
に
詠
ん
だ
心
情
を
紹
介
す
る
文 

友
達
の
短
歌
や
紹
介
文
を
読
ん
で
気
付
い
た
こ
と 
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(4) 全体考察 

 資料８は、授業終了後に行ったアンケ

ート調査の結果である。「短歌を詠むこと

で、和歌を読み味わうことができたか。」

という項目に対して、「そう思う」と答え

た生徒が 85.4％、｢まあまあ思う｣と答え

た生徒が 13.4％と、ほぼすべての生徒が

短歌を詠むことの有効性を感じているこ

とが分かる。「感動の中心から作者の思いとの共通点を考えることで、作者の思いを詳しく想像するこ

とができた。」「同じテーマの和歌でも友達と比べると全く違っていておもしろい。」などの記述から、

生徒は、短歌を詠む楽しさを実感しながら、和歌についての考えを深めることができたと考える。この

ことから、和歌に詠まれたテーマからイメージを広げて短歌を詠むことは、和歌に詠まれた世界を広

げ、深める上で有効であったと判断する。 

 資料９は、第６時の記述から、古人のも

のの見方や考え方を捉えることができた

かを分析したものである。古人の季節感

や感性、古人が和歌を詠む意義の両方を

捉えることができた生徒が 10.1％、どち

らかを捉えることができた生徒が 73％

と、全体の約 83％の生徒が、古人のもの

の見方や考え方についての考えをもつこ

とができていることが分かる。また、｢和

歌を詠むことで素直な自分の気持ちを表現した。｣「何気ない日常や好きな人への思いなど、和歌は古

人にとって自由に表現できる場である。」などの記述から、生徒は複数の和歌を読むことを通して、和

歌に詠まれた世界と現代の共通点を見いだし、古人は何のために和歌を詠んだのか、和歌をどのよう

なものと捉えていたかを想像することができたと判断する。これは、和歌や配付された資料、友達が詠

んだ短歌や紹介文を読むことで、古人と自分のものの見方や考え方を比較しながら和歌を読み味わう

ことができたからだと考える。一方で、友達が詠んだ短歌を読み味わうことに専念してしまい、和歌に

表れた古人のものの見方や考え方を想像することができなかった生徒がいた。そのため、和歌を読み

味わうために短歌と紹介文を読む、という目的をもって活動できているかを確認する場が必要であっ

たと考える。 

(5) 研究の成果と今後の課題 

 ア 研究の成果 

 ○ 和歌の感動の中心から短歌を詠んだり、交流活動を各段階に位置付けたりすることで、感動の

中心を手掛かりにしながら和歌に詠まれた世界と現代の共通点を見いだすことができたため、感

動の中心を吟味する単元構成の有効性を究明することができた。 

 イ 今後の課題 

○ 複数の和歌に詠まれた世界と自分の世界との共通点から古人のものの見方や考え方を捉え、和

歌についての考えをより深めるために、「味わう」段階で、自分と友達が捉えた感動の中心や捉え

た理由を共有する場が必要であると考える。 

＜引用文献＞ 

1) 上野 友寛他(2018)  ｢中学校における和歌の読み方の獲得を目指した授業実践 

―｢景物+心情｣の抒情様式の理解を通して｣― 福島大学人間発達文化学類論集第 27 号 p.83 

＜参考文献＞ 

・ 府川 源一郎他(2004) 『認識力を育てる「書き換え」学習 中学校・高校編』 東洋館出版社 

資料８ 生徒アンケートの結果 

資料９ 第６時の生徒の記述の内訳 

短歌を詠むことで和歌を読み味わうことができたか 

古人のものの見方や考え方について 
自分の考えをもつ 

N＝89 

N＝89 
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【添付資料】 

○ 実証授業で取り扱った和歌一覧       ○ 和歌を読み味わった生徒の記述例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歴史的背景が分かる資料(一部) 

 

詞書とその現代語訳 

古
今
和
歌
集 

袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
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を
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け
ふ
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風
や
と
く
ら
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来
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と
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は
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に
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え
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風
の
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に
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お
ど
ろ
か
れ
ぬ
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原
敏
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思
ひ
つ
つ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
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と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
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小
野
小
町 

新
古
今
和
歌
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道
の
辺
に
清
水
流
る
る
柳
か
げ
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ち
止
ま
り
つ
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西
行
法
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見
わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
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藤
原
定
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忘
れ
て
は
う
ち
嘆
か
る
る
夕
べ
か
な
わ
れ
の
み
知
り
て
過
ぐ
る
月
日
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式
子
内
親
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古
人
の
価
値
観
を
自
分
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
と
比
較
し
て
記
述
で
き
て
い
る
。 

古
人
が
和
歌
を
詠
む
意
義
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
記
述
し
て
い
る
。 

作者が同じテーマで詠んだ別の和歌の解説 

作者が置かれている状況の説明 
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○ 生徒Ａが作成した短歌とその紹介文、友達のコメント                    

 

 

 

 

○ 生徒Ａが参考にした友達の短歌とその紹介文、生徒Ａが書いたコメント            

 
生徒Ａが友達の短歌や紹介文を読んで、自分の考えの参考にした点や表現の技法の効果について考えたこと。 

友達が詠んだ短歌の情景や心情を想像する

ことができている。 

選んだ和歌との関連 表現の技法について 短歌に詠んだ情景や心情

詞書とその現代語訳 

選んだ和歌の作者の心情を想像すること

ができている。 


